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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
内視鏡シャフト（１）と補助手段（５，１７）とからなる交互推進型内視鏡であって、
内視鏡は、検査しようとする管状空隙に対して前記内視鏡シャフト（１）と前記補助手段
（５，１７）を交互に保持し、かつ同時にその時保持されているエレメントに沿ってガイ
ドされながら、正確に保持されていないエレメントを推進することにより、該管状空隙中
に推進され、
前記補助手段（５）は、前記内視鏡シャフト（１）の周りでスライドし、前記内視鏡シャ
フト（１）の柔軟性とは異なる柔軟性をもつホースであり、前記ホース（５）は、その外
周と内周、あるいは壁面内に、一時的に前記ホース（５）を硬くするための圧力媒体が充
填された複数の空洞（６）を流体パッドの形態で備え、前記ホース（５）の柔軟性は基本
的に前記内視鏡シャフト（１）の柔軟性よりも高いが、前記ホース（５）の柔軟性を、前
記流体パッド（６）内の媒体の圧力を変えることにより、前記内視鏡シャフト（１）の柔
軟性よりも低くして、前記内視鏡シャフト（１）を前記ホース（５）に対して前方に移動
することを可能にし、前記ホース（５）の柔軟性を、前記流体パッド（６）内の媒体の圧
力を変えることにより、前記内視鏡シャフト（１）の柔軟性よりも高くして、前記ホース
（５）を前記内視鏡シャフト（１）に対して前方に移動することを可能にし、前記内視鏡
シャフト（１）を前方に移動させる際に、前記流体パッド（６）は、充填されている媒体
の圧力を増大させることにより、検査しようとする管状空隙の壁に対して押し付けられる
ようにされていることを特徴とする交互推進型内視鏡。
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【請求項２】
前記流体パッド（６）は、前記ホース（５）の縦方向に少なくとも部分的に前記流体パッ
ド（６）が重なり合うように、円周方向かつ縦方向に互いに離隔して配置されていること
を特徴とする請求項１記載の交互推進型内視鏡。
【請求項３】
前記流体パッド（６）は、前記ホース（５）の少なくとも先導端部分には配置されている
ことを特徴とする請求項１または２記載の交互推進型内視鏡。
【請求項４】
前記流体パッド（６）が配置される先導端部は、前記ホース（５）の先導端から出発して
、縦方向で５０ｃｍであることを特徴とする請求項３記載の交互推進型内視鏡。
【請求項５】
前記流体パッド（６）は、複数の群を形成して配置され、各群は、前記ホース（５）の円
周方向で互いに離隔した３つの前記流体パッド（６）からなり、前記各群は、２つのそれ
ぞれの隣り合う群の前記流体パッド（６）が前記ホース（５）の縦方向で互いに位相が異
なって重なるように、前記ホース（５）の縦方向で互いに離隔されていることを特徴とす
る請求項１～４のいずれかに記載の交互推進型内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、請求項１の前文にしたがった内視鏡シャフトを管形状空隙に沿って動かすた
めの交互推進型内視鏡および請求項１７の前文にしたがった連続駆動型内視鏡に関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡は、技術においてまたとりわけ、医療において、内視鏡がなければ、かなりの作
業によってのみ接近可能な管形状空隙を検査するために、重要な補助となっている。内視
鏡は、食道、胃、胃からの十二指腸、肛門からの腸、尿道、膀胱および尿管の検査用に好
ましく使用されている。
【０００３】
　そのような内視鏡の先導端には、照明手段およびこの空隙の上流領域を目視で検出する
ための光学システムが、設けられている。内視鏡の先導端部において検出された光学情報
は通常、内視鏡を経由し操作端末に至る光ファイバーにより、後方に伝達され、または先
導端での光学センサーチップにより検出され、内視鏡を通り電気的ラインを経由して、後
方にガイドされそして、スクリーン上に表示される。さらに、無線による先導端から操作
端への情報の伝達も可能である。
【０００４】
　さらに、内視鏡は、いわゆる作業導管を含み、それを経由して、種々の操作機器が、導
入され、かつ操作されうる。たとえば、組織標本採取用小型ピンセット、生検針、加熱可
能カットワイヤー、小型ハサミ、凝固電極などが、必要とされる痛んだ組織に対する外科
的手段を行うために導入される。最後に、洗浄用の液体導管、内視鏡の先導端を、数方向
に曲げるための操作ワイヤ、または液体ラインが、通常設けられている。言い換えると、
これらの操作ワイヤまたは液体ラインは、それらの先導端または末梢端のほうへ向けて、
内視鏡シャフト内をガイドされる。
【０００５】
　検査される管状空隙中に、内視鏡シャフトを導入し、かつ動かすためには、独国特許第
４２４４９９０号明細書は各装置を開示している。この装置においては、空隙中への内視
鏡シャフトの前進移動のあいだに、スリップホースは、内視鏡シャフトに沿って移動され
、また末梢端に到達すると、充分にスリップして、その結果、充分にスリップしたスリッ
プホースの一部は、空隙壁に相対して休止している。このスリップホースの休止部分の利
点は、空隙壁の損傷が削減されるという事実よりなる。さらに、この装置の場合には、医
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用工学に適用されたとき、患者に対する痛みは、スリップホースが、腸壁に相対的に休止
されるときには、前進運動により緩和されることが、想定されている。
【０００６】
　しかし、最近の試験により、結腸鏡検査のあいだの痛みに対する主な理由は、導入され
た内視鏡シャフトと腸壁とのあいだの相対的移動ではなく、痛みは主に、内視鏡シャフト
の末梢端を腸のカーブの湾曲した外壁に対して押し付けることにより生じているというこ
とが、示された。（この文脈においては、湾曲した外壁および内壁の各々は、カーブした
空隙の仮想中心に対し、さらに外側または内側に横たわっている空隙壁を示している。）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　したがって、本発明の目的は、湾曲した外壁に対してあまり圧力を示さない単純なデザ
インの推進システムからなる内視鏡を実現することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本目的は、請求項１の特性を含む交互推進システムからなる内視鏡により、また請求項
１７の特性を含む連続駆動型内視鏡により、達成される。本発明は、次の基本的考え方に
基づいている。内視鏡シャフト類は、基本的には、２つの相反する条件を満足しなければ
ならない。
【０００９】
　内視鏡シャフト類は、一方では、検査されるべきに空隙中に押しこまれなければならず
、そのためにはシャフトが曲がらないように、シャフトに特定の剛直性を必要とする。ま
た一方、それらは、屈曲に対応できるように、充分に柔軟性がなければならない。柔軟性
があまりに低いと、内視鏡シャフトが腸の湾曲において腸壁を膨らませるために、上述し
たようにかなりの痛みを生じるという事実により、この後者の条件は、腸壁を検査すると
きには、特に重要である。
【００１０】
　本発明の態様によれば、外壁にあるシャフトを取り囲む管状空隙中で、内視鏡シャフト
は好ましくはホースまたはホース手段の形状になっている補助手段により、前進させられ
る。この場合に、決定的なことは、このホースおよび／またはホース手段は、柔軟性がよ
り高いことが好ましい内視鏡シャフトよりも、少なくとも一時的に硬くなっている、また
は硬くできるということである。このデザインによれば、周囲を囲み支持しているホース
および／またはホース手段による内視鏡シャフトの曲がりを防ぎ、同時に、いまだ充分に
高い柔軟性を維持することができる。
【００１１】
　したがって、先の基本的な発明アイデアを実現するために、本発明のコアは、そこに置
かれた内視鏡シャフトに対して相対的に移動可能な外側ホースおよび／またはホース補助
手段であって、第１のエレメントとしての内視鏡シャフトと第２のエレメントとしての補
助手段が、検査する予定の空隙に対して交互に休止し、すなわち、それらは、前方に進ま
ず、そして同時に、一時的に休止していないエレメントは、ちょうど休止エレメントに沿
ってガイドされながら、空隙中に進むことができるようになっていることを特徴とする補
助手段をデザインすることを含む。
【００１２】
　この場合においては、好ましくは内視鏡シャフトを囲むホースおよび／またはホース手
段２つのエレメントの内の１つに対して、ただ一時的に、内視鏡シャフトの剛直性よりも
高い剛直性が、与えられることが、利点である。より具体的には、ホースの基本的な剛直
性は、内視鏡シャフトのそれよりも低い。この状況においては、内視鏡シャフトは、ガイ
ド・エレメントとして役立ち、すなわち、局面を経由しても、内視鏡シャフトは、前者に
相対的に移動するホースをガイドできる。さらに、このホースは、装置を含み、この装置
により、柔軟性ホースを、硬くすることができ、特に、内視鏡シャフトの剛直性よりも高
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い剛直性に到達する。
【００１３】
　この状況において、ホースは、ガイド・エレメントとして役立ち、すなわちホースは、
局面を経由して、前者に相対的に移動する内視鏡シャフトをガイドできる。当業者なら、
ホースおよび／またはシャフトの選択的（一時的）（交互の）の硬化を行うための複数の
装置を、使い捨てとして、持っている。たとえば、内視鏡シャフトおよび／またはホース
は、直線状にすることができるし、流体パッドで、または縦方向に、もしくはスパイラル
に延びている管形状の空隙で満たすことができるし、その分量（体積）は、状況に応じて
、増加させたり、再び放出したりすることもできる。たとえば、固体―液体の物理状態が
、特定の温度範囲内で可変である液体を使用することもできる。
【００１４】
　最後に、他の変形によって、複数の（少なくとも２つの）ホースからなるホース手段が
、相互に内側に配置され、それらは、互いに対して、かつこのシャフトに対して各々、そ
れ自体可動であることが記載される（望遠鏡の方法で）。複数のホースの好ましい各々の
剛直性は、シャフトの剛直性より低く、一方、全体として、それらは、シャフトより高い
剛直性に到達する。すなわち、シャフトが、特定の距離で、検査する予定の空隙中に進む
とすぐに、複数のホースが、個々別々に巧く追跡され、その中では、シャフトは、各個々
のホースに対するガイド機能を置き換えることができる（より高い剛直性であるために）
。その後、ホースは、所定の距離だけ、シャフトの先導端よりも先に個々で進み、その後
、重なり合った位置に保持される。ここで、複数のホースは、追跡するシャフトを合同で
ガイドできるように、シャフトの剛直性より高い全剛直性を持つ。
【００１５】
　本発明のさらなる有利な構造は、その他の請求項の主課題である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明を、添付図面を参照して、好ましい実施形態により詳細に説明し、また図
面中に概略的に図示している。
【００１７】
　図１～図３ｃにより、交互推進を持った内視鏡を、第１の実施形態により記載する。本
実施形態によれば、本発明による内視鏡は、末梢端に対する柔軟性の内視鏡シャフト１か
らなり、その中では、内視鏡ヘッド２が、付随され、かつその他端（操作端）には、操作
装置および適当な場所では、情報評価装置（図示していない）が、接続されている。この
内視鏡ヘッド２は、たとえば、光学システム、照明装置、異なる道具類用の作業用導管な
どの種々の手段３を含む。
【００１８】
　内視鏡ヘッド２は、可動の遠心端部分４（以下、「偏向」とする）により、柔軟性内視
鏡シャフト１に接続されているのが、好ましい。偏向４は、内視鏡の操作端末（示されて
いない）から教示により対応して、湾曲のいくつかの半径、好ましくは、いくつかの方向
に、曲げることができる。ここで、たとえば、独国特許出願公開第１０２　０９　９８６
号明細書または独国特許出願公開第１００　１０　９３２号明細書に記載されているよう
な、従来の偏向を用いている。正確な機能化および偏向基準の設計に関しては、これらの
出願を参照すること。この文脈においては、すでに述べたように、偏向は、操作端末から
の制御信号および／または圧力により曲げることができて、かつこのようにして、この曲
げ位置または曲げていない位置において、選択的に硬化することもできる。
【００１９】
　偏向４および手段３を制御するためのライン（図示していない）のみならず内視鏡ヘッ
ド２において使用される道具を操作し、かつ導入するためのできるかぎり設けられた作業
導管は、偏向４および内視鏡シャフト１の内側で、操作端まで逆方向に延びている。
【００２０】
　内視鏡シャフト１は、好ましくは、単一壁ホース５により、内視鏡シャフト１が偏向４
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に接続されている位置まで囲まれているのが、好ましく、それにより、そこに接続されて
いる内視鏡ヘッド２を含めた偏向４は、ホース５の先導端（末梢端）からの突出に接続し
ている。この実施形態においては、このホースは、２～３ｍｍの壁厚さを持っているＥＰ
ＴＦＥ材料からなっている。補強のために、ホース形状をしたＥＰＴＦＥ材料中に、スパ
イラル状のばねを導入することもできて、その結果、ＥＰＴＦＥホース材料は、スパイラ
ル状のばねに対して、円錐形に伸びており、またばねワイヤ（必ずしもばね鋼製である必
要は無い）は、内部ホースの壁と外部ホースの壁のあいだでＥＰＴＦＥ材料で完全に埋め
込まれている。さらに、ＥＰＴＦＥ材料に対して円錐形に、スパイラル状のばねを配置す
ることも可能であり、そこでは、スパイラル状のばねは、ＥＰＴＦＥホース材料で取り囲
まれ、またスパイラル状のばねが、内部に暴露されるようにそれに接続されている。さら
に、スパイラル状のばねは、絶対に必要なものではなく、スパイラル状のばねの無いホー
ス５のデザインも考えられる。ホース材料は、該ＥＰＴＦＥ材料に限定されているもので
はなく、またたとえば、シリコーンなどの他の材料で作られていてもよい。
【００２１】
　この実施形態において、ホース５には、外周に流体パッド６が、設けられている。これ
らの流体パッド６は、長楕円形のデザインを持っていることが好ましく、またその中央部
７で広がっているのが好ましい。このように、流体パッド６は、その先導端およびその追
跡端において、細い舌の形状端部分８を持っている。
【００２２】
　本実施形態においては、流体パッド６は、群れをなして配置され、各々は、３枚の流体
パッド６からなっている。３枚の群の流体パッド６は、ホース５の外周周りに互いに平行
に並べられ、このため、流体パッド６の側面は、中央部分７で互いに接触し、または少し
のクリアランスを形成している。いわば、この３枚の流体パッドの群は、ホースの外周の
周りに分布され、そのため流体パッド６の平均垂線は、内視鏡シャフト１の中心軸と交差
し、かつそれぞれ隣の流体パッド６の平均垂線に対して、１２０°の角度を形成している
。このようにして、この群において、舌の形状端部分８は、１２０°（中央ホース軸に対
して法線の平面で）の間隔で、前面に突出し、また後方へは、ホース５の外周の周りに分
布している。端部分８は、中央部分７よりも狭いので、端部分は、各中央部分７よりも、
各隣の端部分からさらに離れている。このように、膨らみ９は、２つのそれぞれの隣接端
部分８のあいだに形成される。
【００２３】
　上記の３枚の流体パッド６の群の隣には、３枚の流体パッド６の後の群の端部分８が、
３枚の流体パッド６の前の群の膨らみに挿入されるような具合に、他の３枚の流体パッド
６の群が、前の群の前方におよび後方に配置されている。このことは、縦方向に隣接して
いる流体パッド群は、中央ホース軸の法線の平面中で円周方向に６０°だけ、オフセット
していることを意味している。
【００２４】
　流体パッド６は、その先導端から出発してホース５の長さで５０ｃｍの端部分に沿って
、ほぼ上記の方法にしたがって配列されている。
【００２５】
　壁の中またはホース５の内周または外周で操作端の後方に延びているフィードライン（
図示していない）を経由して、圧力は、流体パッド６に印加されなければならない。
【００２６】
　流体パッド６に印加される圧力により、ホース５の柔軟性を変化させることができる。
さらに、ホース５が、空隙の壁に対して静止するように、空気パッド６は、空隙の壁に接
触している。このようにして、流体パッド６への圧力の適用および／または流体パッド６
中の非圧縮性流体の緩和が、ホース５に選択的に柔軟性を付与させ、これが、内視鏡シャ
フト１の柔軟性より低くしたりまたは高くしたりすると同様に、同時に空隙の壁に対して
、ホース５を静止状態または可動状態にする。
【００２７】
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　空気パッドは、舌の形状端部分８において重なり合うという事実により、ホース５は、
その柔軟性を失うことなく、空隙の壁の全円周において支持できることになる。
【００２８】
　図２は、内視鏡が、少し空隙中にすでに移動した状態にあることを示している。参照番
号１０は、ホース５の推進移動用の第１駆動手段１０であることを示している。この駆動
手段１０は、１対の駆動輪１１からなり、それらは、それらの溝形状の円周により、２つ
の側から、ホース５に摩擦して噛み合っている。これらの駆動輪１１は、図示していない
電気モーターにより駆動される。ホース５は、追跡端により板形状の部材１２に固定され
ている。第１駆動手段１０と板１２のあいだには、内視鏡シャフト１が、膨れ形状１５中
で、囲みホース５を用いて置かれている。板１２の領域には、内視鏡シャフト１とホース
５のあいだの空間中に、潤滑材料が、圧入されても良い。
【００２９】
　ホース５の反対側の板１２の側には、２つの側から内視鏡シャフト１に、摩擦して噛み
合っている１対の駆動輪１３が、設けられていることが好ましい。これらの駆動輪１３は
、図示していない電気モーターおよび駆動輪１３に接続された板１２と共に、第２駆動輪
１４を形成している。
【００３０】
　第１駆動手段１０は、これらの駆動手段が、互いに対して動かないように、第２の駆動
手段１４と固定して接続されている。さらに、これらの駆動手段１０，１４は、これらが
、空隙に対して動かないように、検査予定の空隙に対して、配置されなければならない。
【００３１】
　それらの溝形状外周における駆動輪１１の表面は、駆動輪１１とホース５のあいだに大
きな摩擦が、生じるように設計されている。ホース５と内視鏡シャフト１のあいだに、最
小の摩擦が生じるように、ホース５と内視鏡シャフト１のあいだには、潤滑材料が、導入
され、および／または、内視鏡シャフト１が、塗付されている（たとえば、テフロン（登
録商標））。このようにして、ホース５が、駆動輪１１により摩擦で駆動され、一方内視
鏡シャフト１は、駆動輪１３により反対方向に移動するか、または静止することが可能で
ある。
【００３２】
（第１の実施形態の機能化）
　第１の実施形態の機能化を、図２および図３を参照して、記載する。
【００３３】
　図３ａでは、内視鏡シャフト１およびホース５は、検査予定の空隙の特定位置に置かれ
ている。流体パッド６は、ポンプ（図示していない）により流体で充填され、かくして空
隙の壁に接触している。空隙の壁に対する流体パッド６の圧力により、ホース５は、空隙
の壁に対して静止する。さらに、または二者択一的に、ホース５は、駆動手段１０により
保持される。さらに、流体パッドの充填が、完了しているときには、ホース５が、内視鏡
シャフト１よりも低い柔軟性（高い柔軟性）を持つように、流体供給が、制御される。
【００３４】
　この状態に基づいて、内視鏡シャフト１は、第２駆動輪１４により、前方に移動する。
第１駆動ユニット１０は、アイドリング状態にある。この操作は、図３ｂに概略的に示し
ている。内視鏡シャフト１が、前方に移動すると、ホース５は、内視鏡シャフト１の移動
用支持導管として働く。この支持効果は、ホース５の低柔軟性により支援される。
【００３５】
　空隙の曲がりに沿って内視鏡シャフト１の前部分をガイドすることが、内視鏡シャフト
１のこの進行移動のあいだに必要であるとすれば、内視鏡シャフト１は、次のように推進
される。まず最初に、空隙曲がりは、内視鏡ヘッドに設けられたセンサーまたは光学シス
テムにより、内視鏡ヘッド２において、検出できる。内視鏡ヘッド２が、空隙曲がりに沿
って前方に移動すると、偏向４の曲率は、調節でき、また空隙曲がりの曲率半径に適用さ
れる。このようにして、空隙の湾曲した外壁上には、圧力は、まったく及ぼされないか、
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または、低い圧力のみが、及ぼされる。内視鏡ヘッド２が、空隙曲がりの端に到達すると
、偏向４は、内視鏡ヘッド２のさらなる前進移動を立て直す。
【００３６】
　内視鏡シャフト１が、第２駆動輪１４により特定のあらかじめ定められた距離を越えて
、ホース５の外へ移動した（進行した）とき、第２駆動ユニットは、停止し、それにより
、内視鏡シャフト１は、保持される。
【００３７】
　さらなる進行移動は、図３ｃに示されている。したがって、流体パッド６は、ホース５
が、空隙壁に対して、移動可能なように取り除かれる。さらに、流体パッド６が、取り除
かれると、ホース５は、内視鏡シャフト１より高い柔軟性を持つことになる。この状態で
、ホース５は第１駆動手段１０により前方へ移動される。この進行移動のあいだに、内視
鏡シャフト１の膨らみ形状１５およびホース５は、小さくなる。第２駆動輪１４が内視鏡
シャフト１を保持するという事実により、内視鏡シャフト１は検査予定の空隙に対して休
止し、一方ホース５の先導端は、内視鏡シャフト１の先導端の方向に移動することを達成
する（ホース５の進行移動に関しては、この記述の終わりに記載されているいくつかの変
更が可能である）。
【００３８】
　ホース５のこの進行移動のあいだに、空隙に対して休止していた内視鏡シャフト１は、
ホース５のレールとして、その低い柔軟性（ホース５の柔軟性に比較して高い基本的な剛
直性）を用いて作用する。内視鏡シャフト１はホース５よりもさらに内側に設けられてい
るため、ホース５が移動を開始する時点で、内視鏡シャフト１は、全ての可能な曲がりを
用いてすでに空隙の形状に適合しており、これによりホース５は１サイクル中に通過する
。このように、ホース５が、内視鏡シャフト１の形状にしたがうときには、ホース５が、
湾曲した外壁に対して通過するときの力は、緩和できる。本発明においては、さもなけれ
ば湾曲した外壁に対して押圧する力は、この状態では硬くなっている内視鏡シャフト１に
より、偏向される。医療において使用するためには、このことは、この時点で、患者が感
じる痛みが、生じないかまたは削減されるということを意味している。
【００３９】
　図３ｃに示しているように、ホース５の先導端が、ホース５および偏向４のあいだの接
触点に到達するまで、ホース５が、前方へ移動することが好ましい。そのような図３ａ～
３ｃにより記載されたサイクル移動が、完了した後、内視鏡の進行移動は、図３ａからス
タートして、新しいサイクルを続ける。いわば、ホース５が、空隙壁に対して静止するよ
うに、流体パッド６は、再び充填される。続いて、内視鏡シャフト１が、前方へ移動する
など。
【００４０】
　内視鏡シャフト１およびホース５の交互進行は、空隙中で試験予定の所望の位置に到達
するまで、繰り返される。
【００４１】
　内視鏡は、前進移動のコースを逆にすることによって、後方に移動できる。他の可能性
は、内視鏡が、自由に動けるように、流体パッドを除去し、偏向４を開放することである
。その後、内視鏡シャフトを、ホース５と共に、空隙から引き抜くことができる。
【００４２】
　図４は、本発明の第２の実施形態を表している。本実施形態の記述中、第１の実施形態
の記述と同じ成分は同じ参照番号で示し、これらの成分の記述は省略する。
【００４３】
　本実施形態において、空気パッドを含むホースは、設けられておらず、その代わり、内
視鏡シャフト１よりも低い柔軟性を持ったガイドワイア１７が、内視鏡シャフト１の作業
導管１６を経由してガイドされている。このガイドワイア１７は、その先導端において、
折りたたみ可能なケージ１８に接続されている。このケージ１８は、折りたたまれた状態
で、作業導管１６を経由してガイド可能である。
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【００４４】
　検査予定の空隙中へ内視鏡シャフト１を導入するときに、ケージ１８および数センチメ
ートルのガイドワイア１７は、内視鏡シャフト１の先導端から前方へ、突出している。そ
こで、ケージ１８は、空隙中に、目視しながら少しずつ導入される。続いて、内視鏡シャ
フト１は、駆動または手動で前方に進み、一方ケージ１８を含むガイドワイア１７は、た
とえば、その代わりにガイドワイア１７の後端を保持することにより、空隙に対する休止
位置に持ち込まれる。
【００４５】
　内視鏡シャフト１の前方移動のあいだに、空隙に対して休止しているガイドワイア１７
は、内視鏡シャフト１用のレールとして働く。このようにして、内視鏡シャフト１は、ガ
イドワイア１７の前方移動にしたがい、かつ空隙の曲がりの場合には、湾曲した外部壁に
対してあまり高い圧力をかけることも無く、曲がりに沿ってガイドされる。内視鏡シャフ
ト１の柔軟性に比較して低い柔軟性のガイドワイア１７のおかげで、さもなければ内視鏡
シャフト１により、湾曲した外部壁に印加される力は、より硬いガイドワイア１７を経由
して偏向される。
【００４６】
　内視鏡シャフト１が、ケージ１８の後端に近づいたとき、内視鏡シャフト１の推進は、
停止され、かつケージ１８を含むガイドワイア１７は、駆動または手動で前方に進み、一
方内視鏡シャフト１は、空隙に対して休息位置に留まる。
【００４７】
　前方へ傾いたケージ１８の形状により、ケージは、湾曲した外部壁に対してあまり強く
押されること無く、空隙に沿ってまた空隙の曲がりに沿ってガイド可能である。前方への
移動のあいだ、ガイドワイア１７は、内視鏡シャフト１により支持されている。ケージ１
８が、内視鏡シャフト１の先導端から所定の距離だけ前進するように、もしガイドワイア
１７が、所定の距離を越えて内視鏡シャフトから移動したときには、ケージ１８を含めた
ガイドワイア１７は、空隙に対して休止位置に再び持ち込まれ、一方内視鏡シャフト１は
、ガイドワイア１７をレールとして用いて、前進するなどである。
【００４８】
　内視鏡シャフト１およびケージ１８を含むガイドワイア１７のこの交互前進は、空隙中
に検査予定の所望の位置に到達するまで、反復される。
【００４９】
　必要に応じて、シャフトまたはガイドワイアには、明細書の導入部分および／または変
更において、述べたように、一時的な硬化手段を設けることが可能である。
【００５０】
　本発明による前述の実施形態の変更において、図７に概略的に示されている連続駆動型
の内視鏡が、設けられる。
【００５１】
　以上で詳細に述べてきた部分の記述は、省略されていることに注意すること。これらの
部分は、以上と同じ参照番号を用いて、指定されている。
【００５２】
　本変更において、内視鏡は、外周における内視鏡シャフト１（上述の実施形態と同じ手
段を含んでいても良い）を少なくとも含んでおり、そこでは、剛直度調節手段としておよ
びガイド手段として作用するカテーテルホース１６ａが、内視鏡シャフト１の縦方向およ
び／または軸方向に配置されている。好ましくは、複数のカテーテルホース１６ａが、均
等に配置され、すなわち内視鏡シャフト１に対して、円周に沿って内視鏡シャフト１の円
周方向に対する等しいおよび／または正規の角距離で配置されている。内視鏡シャフト１
の好ましい形成において、正確には、３本のカテーテルホース１６ａが、内視鏡シャフト
１の外周において、１２０°の角度をなして、上記の方法で配置されている。
【００５３】
　しかし、カテーテルホース１６ａは、必ずしも、内視鏡シャフト１の外周に配置されな
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ければならないということは無い。図８（ａ）および図８（ｂ）から集めることができる
ように、内視鏡シャフト１は、断面で示されている、すなわち、内視鏡シャフト１の縦方
向または、軸方向に対して垂直な平面での断面図が、示される。
【００５４】
　図８（ａ）においては、内視鏡シャフト１の外周上で、その縦方向に形成されている溝
中に、カテーテルホース１６ａは、配置されており、そのために、カテーテルホース１６
ａの一部のみが、内視鏡シャフト１の外周を越えて、その半径方向に突出している。
【００５５】
　図８（ｂ）は、内視鏡シャフト１の他の断面図を示している。カテーテルホース１６ａ
を、内視鏡シャフト１の外周または溝に、配置する代わりに、管１６ｃが、内視鏡シャフ
ト１の内部に形成されており、それは、カテーテルホース１６ａで形成されても良いが、
その縦方向に伸びることはなく、内視鏡シャフト１の外周近くに配置されることが好まし
い。
【００５６】
　内視鏡シャフト１は、先行して述べたように、きわめて柔軟性に富んでいる。しかし、
本実施形態においては、それは、内視鏡シャフト１の半径方向に作用する力を、主として
吸収することが必要である。そのような力は、カテーテルホース１６ａの配置による。し
たがって、内視鏡シャフト１の曲げ能力を無意味に悪化させるのみであるが、内視鏡シャ
フト１の半径方向の力を吸収することができるワイヤ螺旋（図７には示していない）が、
後者の縦方向に内視鏡シャフト１に組み入れられることが好ましい。内視鏡シャフト１の
半径方向の力を吸収することができる先行技術で公知の他の装置も、等しく使用可能であ
ることに注意する。
【００５７】
　剛直度調節手段としておよびガイド手段として作用するカテーテルホース１６ａは、そ
の剛直度も変化させることが可能である。したがって、内視鏡シャフト１は、以下に詳細
に説明するように、剛直度を変化させることにより過度に曲げられるのを防ぐことができ
る。このことは、すでに述べてきたように、先行技術で既に公知の方法、とりわけ、前述
の方法で行っても良い。
【００５８】
　図７に示したカテーテルホース１６ａは、先行技術から公知の支持体１６ｂにより、内
視鏡シャフト１上に搭載される。支持体１６ｂは、距離および／またはクリアランスが、
カテーテルホース１６ａと内視鏡シャフト１のあいだで、内視鏡シャフト１の半径方向に
形成されるように、カテーテルホース１６ａを保持することが好ましく、その距離または
クリアランスは、０．５～１ｃｍの範囲内であることが、好ましい。このようにして、内
視鏡シャフト１に対して、カテーテルホース１６ａの相対的移動は、起こりえない（それ
は、図８（ａ）および図８（ｂ）中に示されている形体の場合でもある）。好ましくは、
支持体１６ｂは、内視鏡シャフト１の半径方向に弾性的に変形可能であって、そこでは、
変形度が、各支持体１６ｂの選択により、調節可能である。
【００５９】
　しかし、これらの支持体１６ｂは、内視鏡シャフト１とカテーテルホース１６ａとのあ
いだに、必ずしも配置される必要は無い。上述したように、溝（図７中には示していない
が、図８（ａ）中には示している）は、カテーテルホース１６ａが埋め込まれ、かつ固定
して配置されている内視鏡シャフト１の縦方向に形成することも可能である。したがって
、支持体１６ｂは、省略できる。
【００６０】
　カテーテルホース１６が、剛直度調節手段としておよびガイド手段として作用すること
ができる限り、内視鏡シャフト１上のカテーテルホース１６ｂの他の付属品も、可能であ
る。
【００６１】
　好ましくは、ガイド・エレメントとして作用する弾性的ガイドワイア１７ａは、カテー
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テルホース１６ａ中に、滑り可能に支持されており、それにより、ガイドワイア１７ａは
、カテーテルホース１６ａ中に移動可能となる。ガイドワイア１７ａの端末には、内視鏡
シャフト１の遠位端からの、すなわち内視鏡シャフト１の先導端から、内視鏡シャフト１
の移動方向に対して、突出しているループ１８ａが、形成されている。このようにして、
ガイドワイア１７ａのループ１８ａは、内視鏡シャフト１の遠位端部分を越えて（内視鏡
シャフトの偏向４および内視鏡ヘッド２をも越えて）、摩擦および／または滑り支持体に
より可変である所定の距離だけ、内視鏡シャフトの軸方向に突出している。カテーテルホ
ース１６ａは、支持体１６ｂを経由して、内視鏡シャフト１のみに取り付けられているこ
とに注意すること。偏向４および内視鏡ヘッド２は、カテーテルホース１６ａまたは支持
体１６ｂには接触していない内視鏡シャフト１の可動遠位端に対応している。ガイドワイ
ア１７ａの他端は、内視鏡シャフト１の最近接端部分（内視鏡シャフト１の操作端に相当
する）を超えて、所定の長さだけ、突出している。内視鏡の詳細な機能の記述において以
下記載するように、ガイドワイア１７ａをシフトさせるためにまた内視鏡シャフト１の遠
位端部分に設けられたループ１８ａをシフトさせるために、内視鏡シャフト１の最近接端
部分から突出しているガイドワイア１７ａの端末により、ガイドワイア１７ａは、操作さ
れる。ループ１８ａの代替的実施形態において、その寸法すなわち、ループ１８ａのサイ
ズは、前述の第２実施形態（第２実施形態の折りたたみ可能なケージ１８を比較）中にお
けるのと同様に、可変である。
【００６２】
　内視鏡シャフト１の遠位端部分から突出しているガイドワイア１７ａの端末は、球状の
またはそれぞれボール状のまたは回転楕円体の中空体が形成されるように、互いに対して
配置されている複数のループ１８ａで同様に構成されていてもよい。次のことから明白な
ように、ループ１８ａまたは中空体の丸いまたは曲がった形状により、検査予定の管形状
の空隙に対するループ１８ａまたは中空体の進行のあいだの抵抗は、それぞれ最小化され
るということが、この文脈において重要なことである。
【００６３】
　さらにループ１８ａまたは中空体の代わりのガイドワイア１７ａの端末に設けられたケ
ージは、前述の実施形態において、説明したように可能である。しかし、以下の機能記述
から推測されるように、ガイドワイア１７ａの遠位端に設けられたループ１８ａは、ガイ
ドワイア１７ａの遠位端に、必ずしも設けなければならないものではない。このループ１
８ａは、内視鏡シャフト１の推進のあいだに支援するのに役立っている。
【００６４】
　検査予定の管形状の空隙における連続駆動型内視鏡の機能化またはむしろ駆動モードを
、以下に記載する。
【００６５】
　内視鏡は、内視鏡シャフト１の遠位端部分から突出しているガイドワイア１７ａにより
、または内視鏡シャフト１の遠位端から突出しているループ１８ａにより、検査予定の管
形状の空隙中に導入されることが好ましい。しかし、管形状の空隙が、通過しやすい部分
からなっている限り、ガイドワイア１７またはループ１８ａは、内視鏡シャフト１の遠位
端部分を越えて、必ずしも突出していなければならないものではない。内視鏡は、先行技
術から公知の連続型内視鏡用の従来の駆動手段である駆動手段（図７に示されていない）
によって、推進される。この駆動手段は、内視鏡シャフトまたは内視鏡シャフト１上に固
定して配置されているカテーテルホース１６ａを駆動しても良い。同様に、前述の両エレ
メントの駆動も可能である。すなわち、さらに具体的には、内視鏡シャフト１は、その剛
直度が、管形状の空隙中の内視鏡シャフト１を動かせるのに充分である限り、駆動手段に
より駆動できる。もしその剛直度が、不充分であるかまたは不充分になるなら、それが、
ガイド手段としてまたその軸方向に内視鏡シャフトを補強するために、先行技術により公
知の方法により、剛直度を増加させる剛直度調整手段として作用するように、カテーテル
ホース１６ａは制御される。好ましくは、カテーテルホース１６ａの剛直度は、カテーテ
ルホース中の遠位端部分にあるループ１８ａ（しかし、ループ１８ａを含まねばならない
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ものではない）を必要に応じて備える弾性ワイヤーを導入することにより、調節される。
したがって、カテーテルホース１６ａは、後者を滑りながら収容することにより、弾性ワ
イヤーのある程度の剛直度と弾性率を達成し、それにより、内視鏡シャフト１をガイドし
、かつ同時に、内視鏡シャフトが、過度に曲げられるのを防止する。
【００６６】
　カテーテルホース１６ａの剛直度を調節する他の可能性は、後者に流体（液体またはガ
ス）を導入することである。カテーテルホース１６ａ中に流体を導入して特定の圧力を維
持するときに、流体に印加される特定の圧力によれば、ある圧力に対応するカテーテルホ
ース１６ａのある剛直度が得られる。この場合、カテーテルホース１６ａ中に流体を導入
するときには、カテーテルホース１６ａの遠位端部分は、カテーテルホースが、流体を堅
固にシールするように、閉じられなければならない（たとえば、プラグを用いて）。しか
し、上述したように、先行技術により公知のカテーテルホース１６ａの剛直度を変更する
いずれの手段を用いても良い。
【００６７】
　図７に示したそこに導入されるガイドワイア１７ａを持ったカテーテルホース１６ａを
再び参照して、内視鏡シャフト１は、電源に対応して、保持されたまたは固定されたガイ
ドワイア１７ａにより、管形状の空隙中に導入され、ガイドワイア１７ａは、このときに
は、カテーテルホース１６ａ中にはスライドせず、かつ所定の距離だけ、内視鏡シャフト
の最近接端を越えて、そのループ１８ａにより、突出している。すなわち、ガイドワイア
は、内視鏡シャフト１またはカテーテルホース１６ａに対しては、なんら相対的移動を行
わない。しかし、上述したように、ガイドワイア１７ａのループ１８ａは、強制的なもの
ではなくて、内視鏡シャフト１の推進を促進するためにのみ、役立っている。
【００６８】
　ガイドワイア１７ａの突出しているループ１８ａが、内視鏡シャフト１の先頭に到着す
る管形状の空隙の湾曲および／または屈曲に到達すると、ループ１８ａは、その湾曲に対
応する管形状の空隙の曲がった外壁に接触する。ループ１８ａの実質的に円形のまたは曲
がった形状のおかげで、さらに推進する際、それは、管形状の空隙の曲がった外壁に沿っ
て滑る。このことが、ガイドワイア１７ａのループ１８ａと曲がった外壁とのあいだの摩
擦抵抗が、内視鏡シャフト１の進行中最小となる。ガイドワイア１７ａの弾性率により、
ループ１８ａの接触により、管形状の空隙の曲がった外壁においてそれは、曲げられる。
したがって、管形状の空隙の曲面にしたがって曲げられているガイドワイア１７ａの弾性
率により、内視鏡シャフト１もガイドワイア１７ａにより曲げられ、それにより管形状の
空隙の曲面により、内視鏡シャフト１を方向付ける。さらに、内視鏡シャフト１は、カテ
ーテルホース１６ａ中の弾性的ガイドワイア１７ａの適応により、過度に曲げられること
を阻止される。ガイドワイア１７ａのループ１８ａは、内視鏡シャフト１を推進に導くか
ら、それが、内視鏡シャフトにより到達され、かつ管形状の空隙の曲面の形状に適応して
、柔軟性の内視鏡シャフト１を適用するか、または変形する前に、ループ１８ａは、既に
、その屈曲および／または曲面を通過する。このようにして、曲面のコースにより曲げら
れているループ１８ａを含むガイドワイアは、ループ１８ａにしたがうその方向付けのみ
ならず内視鏡シャフト１をリードしている。
【００６９】
　前記で既に述べたように、進行中に、内視鏡シャフト１は、その軸方向中のみならず、
半径方向にも力を吸収し、それは、内視鏡シャフト１上の支持体１６ｂを経由してカテー
テルホース１６ａから、また進行中の駆動手段から作用する。さらに、内視鏡シャフト１
は、屈曲または曲面を過ぎることにより、曲げられる。高度に柔軟性のある内視鏡シャフ
ト１が、過度に曲げられるのを防ぐために、ガイド手段として、かつ剛直度調節手段とし
て作用するカテーテルホース１６ａは、その曲げ強度を変更できる。この方法で、内視鏡
シャフトの充分な柔軟性は、もたらすことができて、同時に、内視鏡シャフトの座屈も避
けることができる。たとえば、ガイドワイア１７ａを使用するときには、ガイドワイア１
７ａを適用させるカテーテルホース１６ａの剛直度は変化し、このため、ガイドとして、
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かつ剛直度調節手段として作用する。また、内視鏡シャフト１の進行中に、内視鏡シャフ
ト１が通過しなければならない曲率度によりそれぞれ異なる剛直度および弾性率を持って
いるガイドワイア１７ａを使用することができる。したがって、内視鏡シャフト１の正確
な剛直度を設ける。
【００７０】
　このように、ループ１８ａを持ったガイドワイア１７ａを使用するときには、管形状の
空隙中を通過することが困難な部分、たとえば、屈曲および／または曲面でさえも、その
先導端に形成されているループ１８ａを含むガイドワイア１７ａにより、容易に通過させ
ることができる。
【００７１】
　前述の連続駆動型内視鏡の駆動モードから把握できるように、ループ１８ａは、内視鏡
シャフト１の移動を促進する内視鏡シャフト１に対してガイドワイア１７ａの１種の先導
ガイド・エレメントとして、作用する。ループ１８ａのデザインは、管形状の空隙の曲面
および／または屈曲をフォローすることを可能にしている。
【００７２】
　管形状の空隙中で検査予定の位置に到達すると、ループ１８ａを含むガイドワイア１７
ａは、内視鏡シャフト１の内視鏡ヘッド２の種々の手段３により行われる適当な医学的治
療および／または検査の妨害を避けるために、撤回することができる。したがって、各医
学的治療および／または検査は、なんらの困難もなく実行できる。
【００７３】
（さらなる可能な変化）
　最後に、本記述および同封した図面のみが、典型的な特性を持ちまたここに為された提
案に対して、本発明を制限する意図は、まったく無いことを指摘している。本発明は、本
発明の核心から離れることなく複数の応用と変更を可能にしている。
【００７４】
　以下、いくつかの変更を述べる：
　基本的には、前述の内視鏡の交互推進の原理は、内視鏡の前進移動のいかなる状態にあ
っても、開始できるし、かつ再度停止できる。すなわち、内視鏡シャフトおよび補助手段
は、まず、管形状の空隙中に移動でき、また交互推進は、通過が難しい空隙の特定の位置
でのみ開始される。この位置（たとえば、空隙の強い屈曲）を通過した後、さらなる前進
移動のあいだに、交互推進を、不活性化しまた再び活性化することもできる。
【００７５】
　第１の実施形態においては、流体パッドの形状は、特定される。しかし、流体パッドの
他のいかなる形状も可能である。たとえば、流体パッドは、ホースの縦軸に対して法線の
平面中で、ホース５を囲む環の形状でもありえた。この環は、内部が中空であるべきであ
り、かつ、いくつかの室に分割するべきである。その結果、このような方法で形成された
個々の室の各々は、流体パッド６の機能に対応しており、また同様に流体パッドに対して
は、圧力が、フィードラインを経由して供給されまた除去されねばならない。
【００７６】
　さらに、流体パッド６は、完全に無しで済ますこともできるし、柔軟性は、縦方向に延
びている管形状の空隙を経由して、外周で、内周で、またはホースの壁および／または補
助手段において、変化する。さらに、これらの管形状の空隙は、外周、内周、またはホー
スの壁および／または補助手段において、らせん状に形成することができる。同様に、内
視鏡シャフト１の柔軟性の変化は、管形状の空隙を、外周で、半径方向外側領域において
、または作業導管において、配置することにより、縦方向または内視鏡シャフト１に沿っ
てらせん状に延びているこれらの管形状の空隙により、実現できることが好ましい。補助
手段および／または内視鏡シャフトの柔軟性を変化させるためには、圧力を、空隙内に設
けた流体または媒体に印加するか、流体または媒体から取り除くか、もしくは後に記載す
るように、媒体の物理的状態を変化させることである。
【００７７】
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　流体パッド６が配置されているホース５の先導端部分の長さは、第１実施形態において
は、ほぼ５０ｃｍ程度である。しかし、この先導端部分の長さは、適宜変更できることが
明らかである。
【００７８】
　さらに、第１実施形態においては、流体パッド６はホース５の外周に配置されている。
しかし、流体パッドをホースの壁の中に埋め込むことも同様に可能である。
【００７９】
　ホース５に対しては、二者択一的に、第１実施形態において、螺旋状ばねを使用するこ
とができる。この螺旋状ばねは、外周に配置される流体パッドを用いるか、または用いな
いで、補助手段として使用することもできる。
【００８０】
　第１の実施形態において、流体パッドは、３枚の流体パッドの群中に配置されている。
しかし、各群に対する流体パッドの数は、増加させることもできる。
【００８１】
　第１実施形態の他の変更としては、流体パッド６は、熱エレメントが、各流体パッド中
に配置されまた流体パッド６が、熱エレメントによる加熱により、固体から液体に物理状
態を変化する媒体を用いて充填されているという事実により、ホース５の柔軟性を変化さ
せることができる。この方法で、各熱エレメントを加熱し、それにより媒体が液体状態に
なり、ホース５に、内視鏡シャフト１よりも低い柔軟性を備えることができる。熱エレメ
ントを不活性化させることにより、流体パッド中の媒体は、固化することができて、それ
により、ホース５は、内視鏡シャフト１より低い柔軟性を有することになる。同じ原理は
、熱エレメントにより加熱されるときに、液体からガスになる状態の変化をする媒体を使
用する場合にも、有効である。
【００８２】
　第１実施形態において記載した流体パッド６への圧力印加または緩和によるホース５の
柔軟性の変化も、数工程で、または連続して行うことができる。このことは、流体パッド
６への圧力の印加は、制御できるため、圧力印加が高ければ高いほど、内視鏡ヘッド２は
空隙屈曲中を前方へ遠く移動し、一方、ホース５は休止し、すなわち、前進移動のあいだ
、偏向４が、より湾曲することになる。
【００８３】
　第１実施形態において、内視鏡シャフト１の奥よりの状態（図３ａの状態）において、
ホース５の先導端（遠位端）は、偏向４の終端をもって終了する。しかし、本発明は、そ
れに限定されないで、ホース５の先導端部分は、内視鏡シャフト１の奥よりの状態におけ
る偏向４のさらに後ろに終わることもできる。
【００８４】
　ホース５は、好ましくは、高度に柔軟性のＥＰＴＦＥ材料により製造されているから、
このホースは、その直径および／または壁の厚みを変更することなく強く伸びることがで
きる。それ故、たとえば、第１実施形態において、ホース５は、内視鏡ヘッド２まで到達
することができて、流体シール（たとえば、接着により）でそこへ固定できる。この状態
を、図５ａに示しており、そこでは、内視鏡は、図５ａ～図５ｃ中のＩ－Ｉ線から右に、
縦断面で表されている。内視鏡シャフト５の奥よりの状態において（図５ａの状態）、流
体パッド６は、偏向４の後ろに配置されている。
【００８５】
　図５ｂに示しているように、内視鏡シャフト１のみが、前方に移動し、一方では圧力が
流体パッドに印加され、このようにして、それらが空隙壁に対して休止する場合には、流
体パッド６が配置されていないホース５の拡張部分１９は、内視鏡シャフト１の前進移動
により、ホース５に相対的に広がる。この拡張のあいだに、拡張部分１９の先導端は、前
進移動する内視鏡ヘッド２に固定され、また拡張部分１９の終端は、空隙壁に対して押し
付けている流体パッド６により、空隙壁に対して固定される。
【００８６】
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　もし、図５ｃに示すように、ホース５が、緩和された流体パッド６を用いて前進移動す
る場合には、ホース５の拡張部分１９は、再び収縮する。
【００８７】
　この偏向は、第１実施形態に対する追加として理解されなければならなくて、内視鏡シ
ャフト１とホース５のあいだのクリアランスは、潤滑材料がクリアランスから抜け出ない
ように、また不純物がクリアランスに侵入できないように閉じられるという利点を有する
。
【００８８】
　第１の実施形態においては、第１駆動ユニット１０によるホース５の推進のあいだに、
第２駆動ユニット１４による反対方向への同じ速度で、内視鏡シャフト１は、駆動される
。
【００８９】
　第１駆動ユニット１４による内視鏡シャフト１の反対駆動に対して、２者択一的に、内
視鏡シャフト１は、空隙壁に対してその先導端に向けて、偏向４により固定され得、また
第１駆動ユニット１４は、駆動輪１３が、自由に回転できるように、アイドリングにスイ
ッチされ得る。このようにして、内視鏡シャフト１は、同様に空隙壁に対して休止し、一
方ホース５は、前方へ移動する。
【００９０】
　ホース５をプレート１２に接続しないことが、他の選択肢であろう。この場合、ホース
５の終端は、ホース５が、内視鏡ヘッド２に対して先導位置において、内視鏡シャフト１
が、移動サイクルのあいだに前方移動する距離だけ、プレート１２から離れて置かれなけ
ればならない。この選択肢において、内視鏡シャフト１の前進とともに、ホース５の終端
は、プレート１２の近くに配置され、また第１駆動ユニット１０の駆動輪１１は、ホース
５が空隙壁に対して休止するように休止する。しかし、ホース５の前進のあいだに、第２
駆動ユニット１４は、駆動輪１３が回転しないように休止する。膨らみ形状１５は、ホー
ス５のこの前方移動のあいだ、サイズの変化もなく、ホース５の終端は、プレート１２か
ら離れて空隙中に前進すると同時に移動する。
【００９１】
　第１の実施形態において、流体パッド６によるホース５の柔軟性の変更を記載してきた
。さらに、またはそれに対する選択肢として、内視鏡シャフトの柔軟性も、内視鏡シャフ
トの外周に配置された、または外周に統合された流体パッドにより、変更できる。内視鏡
シャフトのこれらの流体パッドに対する供給ラインは、内視鏡シャフトの内側の背後で操
作端まで延びていなければならない。この変更による交互推進は、第１実施形態と同じ機
能化にしたがって実行され、そこでは、内視鏡シャフトとホースの一時的な硬化エレメン
トが、前方移動のあいだに同時により柔軟性のエレメントを支持している。
【００９２】
　第２の実施形態は、以上記載したように、流体パッド６を含むホース５を無しで済ませ
ているが、第１および第２の実施形態の組み合わせも可能である。
【００９３】
　さらに詳細に記載していない実施形態は、記載した内視鏡シャフト、記載したホースお
よび記載したガイドワイアを、交互方法で進めることにより、有利に働く。この実施形態
においては、内視鏡は、基本的には、前記のデザインを持っており、そこでは、内視鏡シ
ャフトとは別に、前進用の適切な駆動ユニットを含めたホースおよびガイドワイアが、設
けられている。
【００９４】
　本実施形態においては、まず第１に、内視鏡シャフトが前進し、そして続いてシャフト
支持用のホースが、引っ張られ、すなわち、比較可能なように、駆動ユニットにより、同
様に進行する。この方法では、内視鏡は、所望の位置に持ってくることができる。しかし
、細いカーブの場合には、細いカーブの移動の周りで内視鏡シャフトを操作するという問
題が生じ得る。この場合、初期には、細い屈曲の周りを操作しやすいケージをできるだけ
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含むガイドワイアが、進むことができる。その後、内視鏡シャフトは、追尾によりカーブ
の周りをガイドされる。したがって、この場合、まずできる限りケージを含むガイドワイ
アが進行し、その後、内視鏡シャフトが追尾し、すなわち、駆動ユニットにより同様に進
められる。次の工程では、ホースは、内視鏡シャフトを安定化させるために、押され得る
。この３つエレメントの交互移動により、内視鏡は、狭いカーブや屈曲の周りでも、安全
に操作できる。
【００９５】
　以下、本発明の第３の好ましい実施形態を、図６の方法により記載する。
【００９６】
　この実施形態においては、補助手段は、複数の（好ましくは２つの）ホースからなって
おり、このホースは、互いに相対的に可動であり、かつ他方の内側に置かれており、少な
くとも部分的には、内視鏡シャフトを囲んでいる。この複数のホースの全剛直度は、内視
鏡シャフトの剛直度よりも高く、そこでは、好ましくは個々のホースの剛直度は、内視鏡
シャフトの剛直度よりも低い。
【００９７】
　内視鏡シャフトが、空隙中に駆動されることになる場合には、複数のホースは、第１工
程で保持されなければならないし、一方内視鏡シャフトは、ホースに対してある距離をお
いて、前方移動される。ホースは、そっくりそのまま、シャフト用のガイドとして働く。
その後、シャフトは保持され、一方ホースは、続いて前方に押される、すなわち、各々そ
れ自体押され、シャフトは、ガイドとして働き、かつそのためにガイド力を持つ各ホース
よりも、高い基本的な剛直度を持つことになる。
【００９８】
　最後に、前述の実施形態は、２つの駆動ユニット１０および１４に関連して述べられて
いることを指摘する。これらは、必ずしも絶対的に必要ではない。たとえば、モーターで
シャフトのみを駆動し、また補助手段を、たとえば、締め付け手段またはブレーキにより
、一時的に保持することが完全に充分となる。その結果、補助手段の追跡は、シャフトを
保持しながら手動で行われる。両者の移動を、手動のみで行うことも可能である。
【００９９】
　内視鏡シャフトおよび補助手段は、検査予定の空隙に対して交互に休止し、また同時に
休止していないエレメントが、休止エレメントによりガイドされながら、空隙中に進むこ
とができるし、または同時に移動でき、そこでは、後者の場合、補助手段の剛直度は、シ
ャフトの剛直度よりも高くなることを特徴とするという事実により、内視鏡は、内視鏡シ
ャフトが、管状空隙中に補助手段（たとえば、好ましくは、流体パッドまたはガイドワイ
アおよび／またはネットを含むホース）により進行される交互推進システムからなること
が好ましい。
【図面の簡単な説明】
【０１００】
【図１】本発明の内視鏡の第１の実施形態の空間描写である。
【図２】第１の実施形態による内視鏡を前方に移動させるための駆動手段を示している。
【図３】第１の実施形態による内視鏡の進行移動を図示する内視鏡の前面図である。
【図４】第２の実施形態による内視鏡の空間描写である。
【図５】第１の実施形態の変更による内視鏡の進行移動を図示する内視鏡の前面図である
。
【図６】本発明の第３の好ましい実施形態を示している。
【図７】本発明の第２の実施形態の変更を示している。
【図８】図７の内視鏡シャフトの断面図を示している。
【符号の説明】
【０１０１】
　１　内視鏡シャフト
　２　内視鏡ヘッド
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　５　補助手段（ホース）
　６　流体パッド
　１６ａ　ガイド手段（ガイドおよび／または剛直度調節手段）
　１７　ガイドワイア
　１７ａ　ガイド手段（ガイドおよび／または剛直度調節手段）
　１８　折り曲げ可能なケージ
　１８ａ　ガイド手段（ガイドおよび／または剛直度調節手段）

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】

【図７】
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